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１ はじめに

フレコンバック除染廃棄物（以降、フレコンという）の放射能精密測定には、各種特性（形状、濃度及

び密度不均一性等）を正確に把握することが必要不可欠である。キャンベラ社は、世界中において ISOCS
技術（効率校正ソフトウェア）を用いた In-Situ 測定の経験がある。これらの経験を基に、TRUCKSCAN
やフレコン濃度測定車などを実用化した。また、これらの実証の際、In-Situ Ge 検出器やサンプリング法、

サーベイメータ法などを用いて、100 袋以上のフレコン等の放射能精密測定を実施し、測定に係る各種特

性を評価した。加えて、更なる測定精度向上のため、JAEA と共同で実証した散乱γ線等価モデル法の適

用について検証したので、それらの結果を併せて報告する。

２ 測定手法

測定は、サンプリング法、In-Situ 法、フレコン濃度測定車及びサーベイメータ法にて実施した。 
サンプリング法は、1 袋あたり 10～20 体を採取し、Ge 半導体検出器で測定し濃度を決定した。 
In-Situ 法は、パレットを 3 段に積み、その上にフレコンを載せ、周囲 4 方向から Ge 半導体検出器を用

いて In-Situ 測定を行った。測定結果は、いずれも平均値±1σ（測定結果の標準偏差）で示した。 
フレコン濃度測定車は、コリメータ付 3×5×16 インチ大型 NaI 検出器を備えている。測定台にフレコン

を載せ測定した。また、得られた結果は、「散乱γ線等価モデル法」を用いて濃度補正を行った。なお、

等価モデル法は、異なるエネルギーのガンマ線の透過力の差を利用して、遮蔽状況を考慮した解析を行う

評価方法で、散乱ガンマ線等価モデルでは特定のピークではなく散乱ガンマ線に相当するエネルギー領域

を利用する評価方法である。

３ 結果と考察

図１に示すとおり、サンプリング測定と In-Situ 測定の結果は、非常に良い相関であった。また、測定結

果の標準偏差は、In-Situ 測定が平均 7%（3～18％）、一方、サンプリング測定は平均 16%（4～39%）で、

全てのフレコンで In-Situ 測定のばらつきが小さかった。これは、密度、濃度不均一性を考慮に入れると、

サンプリング法よりも In-Situ 法のほうが精度良く測定することが可能であることを示唆している。 
図 2 は、フレコン濃度測定車で測定した生データと散乱γ線による補正を実施した結果である。試料数

は 4 試料ではあるが、生データの相関係数 y=0.92x(R2=0.59)に対し、補正データは y=1.07x(R2=0.71)であり、

精度向上が示唆された。

なお、放射線障害防止のためのガイドラインに基づきサーベイメータを用いて濃度換算した場合は、約

2 倍の値であった。

図１ サンプリング vs.In-Situ 測定 図２ フレコン濃度測定車結果（補正有無）

４ まとめと今後の課題

フレコンの精密測定には、各種特性を踏まえた上で、In-Situ 測定が最も精密な測定ができる事を確認し

た。更なる測定精度向上のためには、誤差要因を適切にコントロールする事が必要である。

なお、散乱γ線等価モデル法を併用する事により、更に測定精度向上が示唆されており、特に一面から

測定を実施する場合、効果が大きい事が確認できた。今後、測定・評価・検討を重ねる予定としている。
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